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「ぼうさい探検隊」とは…
子ども達が楽しみながらまちを探検し、まちにある防災・防犯・交通安全の
施設や設備を発見してマップにまとめる活動のことです。マップ作成後は、
発表を通して活動を振り返り、学んだことを皆で共有します。子ども達の
「安心・安全への意識」が高まるだけでなく、まさに「地域ぐるみの安全
“共有”」が着実に深まり、コミュニティの強化にもつながります。
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　　　　 日本ユネスコ協会連盟 /全国都道府県教育委員会連合会 /沖縄県 /アジア防災センター/

児童健全育成推進財団/日本損害保険代理業協会/ボーイスカウト日本連盟/ガールスカウ
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　皆さん、こんにちは。日本損害保険協会会長の広瀬と申します。「ぼうさい探検隊マップ

コンクール」の主催者を代表して、ご挨拶申し上げます。

　はじめに、今回のコンクールに入賞された皆さん、おめでとうございます。私も皆さんの

作品を拝見させていただいたのですが、どの作品も、身の回りの安全や安心についての気づき

や学びが丁寧にまとめられた素晴らしいものばかりで、本当に感心しました。

　このような素晴らしい作品をまとめられた皆さんと表彰式の場で直接お会いできるのを

とても楽しみにしていたのですが、新型コロナウイルスの感染が拡大していることを受けて、

皆さんの安全を第一に考え、表彰式の開催は見送ることにしました。皆さんを晴れの舞台に

お迎えできなかったことを、とても残念に思っています。

　新型コロナウイルスの影響といえば、昨年は、休校が相次ぎ、皆さん、学校で授業を受けることができない時期が長く

続いたと聞いています。「ぼうさい探検隊」の取組みについても延期をしたり、中止せざるをえなかった学校や団体も

多かったと思いますが、そのような中でも全国の小学校、児童館など307団体、のべ5,159人の小学生の皆さんに

ご参加いただき、960ものマップが集まったことに主催者として大変感謝しています。

　今回のコンクールでは、このところ台風や大雨による災害が増えていることを受けてということだと思いますが、

防災をテーマにした作品が全体の半数に上りました。過去に起きた災害の例や特徴をよく調べることで、地域の方々へ

注意を促したり、市町村などの自治体に対して避難所や備蓄倉庫などの改善を要望した作品も数多くあり、皆さんの

提案が、実際にまちの危険箇所の改善につながった事例もあったと聞いています。

　また、今回初めて募集した、私ども協会のオリジナルタブレットを活用して作成した「デジタルマップ作品」もたくさん

のご応募をいただきました。タブレットを使うことで「より気軽に、楽しんでマップ作りに取り組めた」との声もいた

だいており、大変うれしく思っています。

　皆さんには、今回の受賞を誇りにしていただき、マップ作りで気づいたこと、学んだことを、是非、ご家族やお友達、

そしてご近所の方々にも伝えてもらいたいと思います。皆さんが周りの人に伝えることで、地域に住んでいる方々が

防災、防犯、交通安全をより意識し、より住みやすく暮らしやすいまちに繋がっていくと思います。

　指導にあたられた先生方、団体の皆様、そして保護者の皆様、「ぼうさい探検隊」の実施にあたり、ご支援・ご協力を

いただき、誠にありがとうございました。「ぼうさい探検隊」は、地域の防災力やコミュニティの向上につながる実践的

な安全教育プログラムとして、回を重ねるごとに各方面から高い評価をいただいております。これほど多くの小学

生が参加する全国規模のコンクールは、おそらく他に例がないと思います。これもひとえに、皆様方やご後援いただ

いている関係各府省庁、自治体、団体の皆様方、子ども達の取組みを見守っていただいた地域の皆様方など、多くの方々

のご協力とご支援の賜物であり、深く感謝申し上げます。

　今後もこの活動が、安心で安全な地域社会づくりに貢献していくことを祈念いたしまして、私からの挨拶とさせて

いただきます。誠にありがとうございました。

一般社団法人　日本損害保険協会

会　長　広
ひろ

瀬
せ

　伸
しん　いち

一
（2021年1月22日  主催者代表挨拶より）

ごあいさつ
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　2020年度のコンクールには、全国47都道府県の小学校や子ども会・児童館・少年消防クラブなど、
307団体から5,159人の児童が参加し、960作品が寄せられました。第1回から第17回までの参加人数
は、累計20万7千人を超えました。 
　審査員の方々から、「どの作品にもそれぞれ素晴らしい視点があって、甲乙つけがたい」「どの作品か
らも、児童と地域の方々との繋がりがひしひしと伝わってきて、選出がとても難しい」などの感想が
寄せられました。

事務局審査：2020年9月25日（金）～ 11月13日（金）
第一次審査：2020年11月18日（水）
本　審　査：2020年12月7日（月）
結 果 発 表：2020年12月16日（水）

審査日程

本審査
の様子

本審査員

審査の様子

室
む ろ

﨑
さ き

　益
よ し

輝
て る

 氏 神戸大学名誉教授・兵庫県立大学大学院減災復興政策研究科長

森
も り

本
も と

　晋
し ん

也
や

 氏
文部科学省　総合教育政策局　
男女共同参画共生社会学習・安全課　安全教育調査官

諸
も ろ と め

留　    逸
すぐる

 氏 内閣府　政策統括官（防災担当）付　
参事官（普及啓発・連携担当）付　参事官補佐

藤
ふ じ

ノ
の

木
き

大
だ い

祐
す け

 氏 総務省消防庁　国民保護・防災部防災課　地域防災室　理事官

堀
ほ り お

尾　多
た か

香 氏
文部科学省　国際統括官付（日本ユネスコ国内委員会事務局）　
国際統括官補佐

佐
さ と う

藤　    豊
ゆたか

 氏 気象庁　総務部　企画課　地域防災企画室　室長

大
お お た に

谷　    隆
りゅう

 氏 一般社団法人 日本損害保険代理業協会　特命部長

石
い し が み

神　和
か ず よ し

美 株式会社　朝日新聞社　CSR 推進部長

寺
て ら

本
も と

　弘
ひ ろ

伸
の ぶ

認定NPO法人　日本災害救援ボランティアネットワーク　常務理事

伊
い

東
と う

　祐
ゆ う

次
じ

一般社団法人 日本損害保険協会　常務理事
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地域性・テーマ性
【防災】
・作品によって、地震や津波、洪水等の対象とする自然災害を特定

し、その災害について調査することで、注意喚起や提案を行って
いる作品が多く見受けられた。

・過去に発生した自然災害の被害状況やその災害を経験した人々
の感想や行動を調査したうえで、今後の防災対策に役立てようと
マップにまとめる作品が多く見受けられた。

・災害発生時に想定される危険度や災害時の避難経路、避難所の場
所等を色分けしたり、わかりやすいように印を付けたりと視覚的
に工夫されている作品が多くあった。

・コロナウイルス対策を想定した提案を行っている作品もあった。

【防犯】
・子ども110番の家や死角となる場所を調べ、マップにまとめた

作品が多くあった。
・子ども達の日常生活に密着した通学路や学校周辺、公園等を調査

し、さらに、防犯の視点で地域の人々にアンケートを実施し、
その内容をまとめている作品が多く見受けられた。

・防犯への注意喚起として、「い・か・の・お・す・し」を紹介し
ている作品が多くあった。

【交通安全】
・交通量や交通事故が予想される場所を調べている作品が多く、

さらに、交通量等の情報についてはグラフや表にして視覚的に
伝える工夫がされている作品が多く見受けられた。

・警察署の担当者や地域の人々へインタビューをすることで、通
学路等の身の回りの交通安全についてあらためて考え、マップ
を見た人に「気をつけよう」、「注意しよう」と呼びかける作品
が多くあった。

・通学路周辺の交通対策として、安全ゾーンやカーブミラー、街
灯等の設置を要望・提案している作品が多くあった。

・交通安全への子どもと大人の意識や視点の違いについて、対話
のようにまとめている作品もあった。

ビジュアル性
・調査内容をグラフや表にしたり、「安全・危険」や「防災・防犯・

交通安全」等の内容の違いを色分けしたり、写真だけでなくイラ
ストを描く等によって、視覚的にマップを見た人に内容が伝わる
ように工夫している作品が多数あった。

・調査内容や感想、インタビューの内容等を付箋に書いて貼ってい

る作品が多く、さらに、色違いの付箋を使うことでそれぞれの
コメントの内容が異なっていることを表現している。

・文字で内容を伝えるだけでなく、マップに貼られた紙を折りた
たみ、開くと追加の内容がわかるようにする等、マップを楽し
く見てもらえる仕掛けがなされた作品が多かった。

提案性
・調査した箇所の「安全」や「危険」を子どもたちの言葉で表現し

ている作品が多く、とくに「危ない」、「危険」、「注意」等の注意喚
起を促す作品が多く見受けられた。

・調査したことをなぞなぞやクイズ形式でマップに掲載して、マッ

プを見てもらいやすいように工夫をしている作品が多く見受
けられた。

・避難所や避難訓練、備蓄倉庫等に関しての改善を行政に要望
する作品が多くあった。

教育効果性
・調査した内容を表やグラフにまとめ、さらに、調査内容からわ

かったことについてマップを見た人にわかりやすく記述してい
る作品が多くあった。

・地域の人々にインタビューを実施した作品もあり、まちを探検
しただけではわからないようなこともしっかりと学べているこ

とが伝わる作品が多く見受けられた。
・普段の生活で何気なく過ごしている地域（とくに通学路）で

も、あらためて防災の視点で探検してみると新たな発見が
あった作品が多く、さらに、安全についての意識が高まった
と感じている応募団体が多数あった。

審査基準および応募作品の傾向

提案性（子どもの視点でのまちへの提案や、
地域改善へ向けた気づき・提言）

● 子どもならではの発見やまちへの提言が書かれて  
　いるか 　
● マップを通して伝えたいことが明確になっているか

教育効果性（子どもたちの防災・防犯・交通安全意識
の変化、地域への愛着・関心の醸成）

● マップを作成するにあたり、しっかり地域を調べて   
　いるか 　
● 地域住民とのコミュニケーションなどにより、多くの
　人から学んだ姿勢が見えるか

地域性・テーマ性（地域固有の災害特性や問題点、
まちの様子や特徴）

● 地域の災害や危険な場所を想定した作品作りができて
　いるか 　
● 地域災害の特性や問題点などが明確になっているか

ビジュアル性（地図として見やすく、情報を簡潔に
伝えるための工夫）※紙作品のみ

● 色や写真、イラストを効果的に使用しているか 
● 多くの人に見やすく、わかりやすい作品になっているか

専門家ならではの観点での評価 ※タブレット作品のみ
● 単に安全・危険だけでなく、写真の場所を説明する
　コメント（高い塀がある、信号機がない等）が記載されて
　いるか
● 実際に発見したものや場所を記載するだけでなく、
　コメント欄に発見したものや場所に対する子どもたち
　の感想 や考え等が一緒に記載されているか
● 指導者が子どもたちの言動や思いをしっかりと把握し、
　作品紹介用紙に記入しているか

審
査
基
準
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　今年は、新型コロナウイルスの影響から、小学生の皆さんが外に
出て、地域の方と対話しながらマップを作ることをしづらい状況
だったと思います。作品数も、昨年より半分程度に減ってしまいま
したが、それでも多くの皆さんに積極的に、この『ぼうさい探検隊
マップコンクール』に取り組んでいただけたことで、素晴らしい作品
が寄せられたと思います。数は減りましたが、作品の質、レベルは
今までと同じか、それ以上に素晴らしいものが寄せられたと思って
います。次から次へと豪雨災害が起こり、新型コロナウイルスが
蔓延する中、現代の危機を体で感じた上での作品の提案があった
ことで、新しい視点からのマップが提出されているといったことに
尽きるのではないかと思っています。作品が減った部分を、内容で
大きくカバーした素晴らしい作品が集まり、その中からさらに素晴
らしい入賞作品を選ぶことができたと思っています。
　三重県の北川家の作品は、現代の災害のリスクに真正面から向
き合い、避難の在り方、避難所、避難ルートの問題点を、多様な角度か
ら明らかにした作品だと思います。その背景にあるのは、非常に地
道な学習であり、例えば避難ルートが本当に安全か、木が倒れて通
行不可能にならないか、木が倒れる場所はどこかを、それぞれの土
地の土を持ってきて、そこに木に見立てた割り箸を立て、倒れやす
いかどうかを実験で検証しています。また、今の日本の避難所はこ
のままでいいのかといった避難所の在り方について、海外の優れ
た避難所のシステムを調べ、キッチンカーが来ることや、トイレ
が豊かにあることなどの事例を踏まえて、提言しているところも素
晴らしいと思います。さらに、コロナ禍で避難生活がどう変わるの
か、避難所の在り方についても明らかにすることで、新しい問題に積
極的に取り組んだところが評価される作品だと思います。
　愛媛県の宇和島市立三浦小学校の作品の背景にあるのは、2018
年の西日本豪雨災害で、みかん畑が各所で崩壊し、大きな被害が出
ているということです。みかん農家が被害を受けることによって地
域の経済が破綻するといった経験に基づいて作られていると思い
ます。災害と産業を、表裏一体の関係で捉え、災害だけではなく経済
にどう影響するかという視点で捉えていることが一番高く評価できる
ところだと思います。さらに、避難所や避難ルートなど、非常に丹念
に一つ一つの農道について調べているところも評価できる作品だと
思います。
　北海道の札幌南区川沿少年消防クラブの作品は、少年消防クラブ
の仲間達が調査をして作り上げており、その努力がいろいろな形で
成果として現れているように思います。一番優れているところは、
水害の危険性を捉えるのに、土地の高低差を地域の断面図で表すこ
とによって、河川が氾濫したときに浸水するか、その場合の浸水の
深さ、避難場所の安全性について、断面的に表現したところが非常に
優れた作品だと思います。また、最近の気象警報における避難勧告
や避難指示のレベル、どのタイミングで避難するべきかなど、避難
ルートの原理についても詳しく調べたり、実際に車の中に避難をし
て、寝る場所が十分かどうかまでを検討し、車中泊の可能性を明らか
にしているところも評価できると思います。
　福島県の相馬市川原町児童センターの作品は、防災の国際化とい
うものに通じる非常に優れた作品だと思います。避難は日本人だけ
の問題ではなく、地域の外国人の問題でもあります。そういう人達

が災害時に、日本語の案内板しかない中で取り残されてしまうので
はなく、一緒に避難して命を守らないといけないという思いで作ら
れた作品です。この作品を作るにあたっては、児童が英語の勉強を
しっかりして、英語で外国人にヒアリングやアンケートを行い、避難
の案内文を作ることで、外国人に思いをはせるだけでなく、国際的な
感覚を身に付ける努力をした作品として評価されると思います。
　東京都の足立区立西新井小学校の作品は、異常気象下における豪
雨災害のリスクを真正面から取り上げた作品だと思います。特に大
都市での水害危険は、リスクを過小評価してしまうことが多いので
すが、その油断に対して警告を発する意味でとてもいい作品だと思
います。最近の日本全体で起きた多くの水害の被災地の教訓を調べ
て、明らかにした上で、東京都の荒川流域でも大きな被害が起こりう
るのだということを具体的に示しているところが、評価できると思
います。また、指定された避難所だけでは全ての人が避難しきれな
いので、その他に避難できる場所を、地域で見つけ、可能性のある避
難場所の安全性を検討したところもとても重要な価値を持ってい
ると思います。
　岡山県の岡山市立宇野小学校　原尾島チームの作品は、2018年
の西日本豪雨で大きな被害を受けた地域の児童が取り組んだもの
です。この作品の特徴の一つは、大きな水害が起きて、そこでの欠陥
を2年間で改善できたのかをしっかり検証し、まだ改善されていな
い部分やそのまま放置されているといったように、改善されたとこ
ろと改善されていないところを明らかにし、どういう対策を講じる
べきかといった提案をしているところです。もう一つは、大量の水
が来ることを想定し、お風呂に水をためてその中を歩けるか、どん
な力がかかってくるのかなど、実験と検証を組み合わせているとこ
ろも評価されるところだと思います。
　北海道の奥尻町立青苗小学校の作品は、過去に北海道南西沖地震
が起きたことで、大きな津波に襲われてたくさんの人が亡くなった
地域の児童が作っています。必死に命を守った人から、高台を目指
して坂を上れというメッセージを込めて「あの坂へいそげ」という
一つの教訓を導き出しましたが、過去の教訓となるため、子ども達に
とってそれはどういう意味を持っているのか、わが事の体験として
検証するために、今大きな津波が来たら、どの坂を通って高台に行
くべきかということを自ら体験することで、そのルートの安全性を
確かめた作品です。現代のわが事として教訓を再認識したという意
味では、とても大切な作品だと思います。
　沖縄県の浦添市立宮城ヶ原児童センターの作品は、コロナ禍にお
いて災害時の避難はどうあるべきかについて取り組んだものです。
コロナ禍では今までの避難対策は通用しないと考え、防災と感染症
対策の二つの観点から避難の常識を変えようというのが全体の
メッセージとなっています。より多くの情報を得るために、アン
ケート調査や地域の人々と一緒に感染症対策を講じた地域の避難
所作りなどに取り組み、避難所や避難対策の在り方を検討している
というところが、高く評価されるものです。
　福井県の小浜市立雲浜小学校の作品は、児童が力を合わせ、三つ
の観点からマップを作っています。一つ目は江戸時代前後の小浜城
の歴史や戦後間もなく大きな台風で水害を受けた歴史を調べてい
ること。二つ目は、避難所までの距離と時間を歩いて計り、すぐにた
どり着ける所と時間がかかる所を色分けをして表現したこと。三つ
目は、避難時や登下校時の安全のため、ルール作りをしたことです。
一列で避難する、おしゃべりをしないで避難する、ボランティアの
人たちに感謝しようなど、共通ルールをつくり上げていることも評
価されると思います。

審査員長

室
むろ

﨑
さき

　益
よし

輝
てる

　氏
神戸大学 名誉教授
兵庫県立大学
大学院減災復興政策研究科長

審査総評
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入選一覧
● 文部科学大臣賞
　北川家
　「北川ブラザーズ」（6年生／三重県）

● 防災担当大臣賞
　愛媛県宇和島市立三浦小学校
　「防災キッズ ファイブスター」（3、4年生／愛媛県）

● 消防庁長官賞
　北海道札幌南区川沿少年消防クラブ
　「川沿未来レスキュー隊」（2〜6年生／北海道）

● まちのぼうさいキッズ賞
　福島県相馬市川原町児童センター
　「みつばち防災探検隊」（3年生／福島県）

● 気象庁長官賞
　東京都足立区立西新井小学校
　「西新井小学校」（5年生／東京都）

● キッズリスクアドバイザー賞
　岡山県岡山市立宇野小学校 原尾島チーム
　「岡山市立宇野小学校 原尾島チーム」
　（4、6年生、中学2年生／岡山県）

● 未来へのまちづくり賞
　北海道奥尻町立青苗小学校
　「奥尻町　青苗小3・4年　ぼうさいキッズ」（3、4年生／北海道）

● わがまち再発見賞
　沖縄県浦添市立宮城ヶ原児童センター
　「スマイルフラワー」（5、6年生／沖縄県）

● ぼうさい探検隊賞
　福井県小浜市立雲浜小学校
　「雲浜防災マップ作り隊」（3年生／福井県）

● 審査員特別賞
　中里放課後子ども教室
　「中里放課後子ども教室」（4年生／岩手県）

　西部子ども公民館放課後児童クラブ　こすもすクラブ
　「こすもす探検隊」（４年生／福島県）

　公益財団法人かわさき市民活動センター　向丘小学校わくわくプラザ
   「向丘小学校わくわくプラザ 子どもリーダー」
　 （1～3、5年生／神奈川県）

　ガールスカウト山口県第３団
　「ガールスカウト山口県第３団ブラウニー（3年生）」
　（3年生／山口県）

　愛媛県愛南町立船越小学校
　「船越防災隊」（3、4、6年生／愛媛県）

　高知県佐川町立斗賀野小学校
　「犠牲者なくそう防災チーム」（6年生／高知県）

　社会福祉法人 愛育福祉会 こばと児童クラブ
　「こばと探検隊」（2年生／宮崎県）

　豊崎学童クラブ
　「豊見城安全守りたい」（1～4年生／沖縄県）

● デジタルチャレンジ賞
　加美消防署西部分署
　「どどんこぱっく」（5年生／宮城県）

　ガールスカウト神奈川県第53団
　「GS KANAGAWA 53」
　（3〜6年生、中学1年生／神奈川県）

　鳥羽市安楽島子ども会
　「安楽島キッズ探検隊」（1〜6年生／三重県）

　徳島県阿南市立橘小学校
　「ぼうさいさんぽ３班」（3年生／徳島県）

　豊見城市なないろ児童クラブ
　「なないろキングス」（3年生／沖縄県）
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文部科学大臣賞
北
き た

川
が わ

家
け

「北川ブラザーズ」
学年 6年生 人数 2人 防 災

三重県

チームの児童のみなさん
コロナ禍での避難に不安があったので一生懸命に調べました。調べた内容をわかりやすくマップにすることに苦労し、正直書く
ことが辛くなることもありました。しかし文部科学大臣賞の受賞の知らせを聞いた時はとても嬉しく、努力の甲斐がありました。

指導された 北川 朋央 さん
子ども達と一緒に取り組み、二年連続受賞にただ感無量です。まち探検時に子どもからでた意見や疑問を子ども達が自分事として
探究できたことがよかったです。防災の答えは一つではないので今後も子ども達と共に防災力を高めたいです。
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津波からの安全な避難場所をテーマにして
いるが、コロナ禍における避難所運営の方
法という素朴な疑問にも取り組んでいる。
また、イタリアの避難所についてまとめる
など幅広い視点から学習を行った一歩踏
み込んだ作品となっている。

地域性・テーマ性

海抜10ｍ未満を水色にしたり、マップの
下に断面図を添えることでどれくらいの
高低差があるか視覚的にわかるように工
夫している。また、地図と調べた内容を半
分ずつに配置することで、わかりやすく整
理された作品となっている。

ビジュアル性

コロナ禍で避難所が不足すると考え、他に
避難できる場所がないかを調べ、マップに
示している。また、まち歩きを通して井戸
が複数あることに気づき、防災井戸として
登録してもらえるように市役所へ要望し
ている。

提 案 性

ハザードマップや過去に起こった災害、イ
ンタビューから、自分たちなりの津波の浸
水高を予想し、避難する海抜を示してい
る。また、避難ルートの木が倒れてこない
かを調べるために、それぞれの土を集め、
わり箸を木に見立て実験するなど、深く学
習していることがうかがえる。

教育効果性

評価されたポイント
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防災担当大臣賞
愛媛県宇

う

和
わ

島
じ ま

市立三
み

浦
う ら

小学校
「防災キッズ ファイブスター」

学年 3、4年生 人数 5人 防 災

愛媛県

チームの児童のみなさん
賞に選ばれて、とてもうれしいです。調査やマップ作りは大変だったけれど、避難路や避難場所のことがわかってよかったです。
このマップが、いざというとき地域のみなさんの役に立って、命を守ることができたらいいなと思います。

指導された 池田 幸恵 さん
コロナ禍にもかかわらず、児童の活動に快く協力してくださった地域のみなさんのおかげで、マップを完成させることができました。
児童の気づきや提案が、少しでも地域の防災力の向上につながればうれしく思います。
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南海トラフ地震では６～７ｍの津波が想
定されており、水災では過去西日本豪雨で
大きな被害があった地域でもある。地域の
立地や地形を考慮して、津波被害と豪雨災
害を想定した防災対策全般が考慮された
マップとなっている。

地域性・テーマ性

地域特産のみかんを軸にした子どもらし
いデザインである。マップの周りに発見の
ポイントや調べたことをレイアウトして
いる。目立たせたい場所に豆電球のアイコ
ンを使ったり、避難場所ごとに海抜や避難
時間・経路を示すなどわかりやすくまと
まっている。

ビジュアル性

避難場所への登り口をわかりやすくするた
め「津波一時避難場所」の看板の設置や、み
かん山のモノレールを手すりにして高台
に避難することなどを提案している。

提 案 性

「防災」と「地域産業」を関連付け、「みかん
山で働いているときに地震が起きたらど
う行動するか」という子ども達にとって身
近な疑問と対策を考え、声をかけあうこと
や車のラジオをかけておくといったことに
気づいている。

教育効果性

評価されたポイント
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消防庁長官賞
北海道札幌南区川

か わ

沿
ぞ え

少年消防クラブ
「川沿未来レスキュー隊」

学年 2〜6年生 人数 15人 防 災

北海道

チームの児童のみなさん
すばらしい賞をいただけて光栄です。色々な状況での災害時に、命を守るにはどうしたらいいかを考えようという事から、今回の
マップを作りました。ふだんからこのマップを見てもらって、役立ててもらえたらうれしいです。

指導された 井上 昌幸 さん
いつもとは違う状況での作成となり、新しい試みが多い年でした。子ども達も異なる環境の中、それぞれが知恵を出し合い協力し
て完成させ、受賞できました事は、今後に活かされる事と思います。ありがとうございました。
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高齢者比率が高いこと、高低差のある地域
であることなど、地域性を理解し、近年多
くなってきている水害や土砂災害をテーマ
にしている。避難所以外にも命を守れる場
所を、地域全体で考えてもらうことを意識し
ている。

地域性・テーマ性

インタビューや提案、写真を取り入れながら、
危険な場所と避難所の位置をわかりやすく
表現した平面図と、高低差を表現した断面図
の組み合わせにより、地形的な災害の危険性
を一目で視覚的にわかるよう工夫している。

ビジュアル性

電柱に矢印をつけることで避難所までの経
路をわかりやすくする、アンダーパスや低
地の電柱に浸水高の線を描き危険度を示す
といった子どもならではの具体的な提案を
マップに記載し、北海道開発局や連合町内
会に要望・提案している。

提 案 性

市の危機管理対策課や、マンションの高層
階に住む高齢の夫婦などへインタビューを
行い、住んでいる場所や住まいによって、
安全な避難場所が異なることを学んでい
る。また、車中避難体験を実施し、その際の
工夫点などをあげている。

教育効果性

評価されたポイント
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まちのぼうさいキッズ賞
（日本ユネスコ国内委員会会長賞）

福島県相
そ う

馬
ま

市川
か わ

原
ら

町
ま ち

児童センター
「みつばち防災探検隊」

学年 3年生 人数 10人 防 災

福島県

チームの児童のみなさん
今回は英語でのマップ作りに挑戦しました。英語はとても難しかったけれど先生と一緒に調べながら取り組みました。今回の
マップが外国の方々の役に立てば良いなと思っています。素晴らしい賞をいただくことができて嬉しいです。

指導された 和田 しおり さん
実際に相馬に住む外国の方が困っているのを耳にし、自分たちに何かできることはないかと考え英語のマップ作りをしました。国
境を越えて“共に生きる”大切さを学ぶことができました。素敵な賞を頂いたことに心から感謝します。
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特にイスラムの方に焦点を当て、ハラル
など彼ら自身の文化を理解することにま
で踏み込んだマップを作成することで、外
国人の方も含めた地域全体のコミュニ
ケーションを促進するような内容となっ
ている。

地域性・テーマ性

中央のシンプルで見やすい地図に、人型のア
イコンや避難所、同報無線の位置をわかりや
すく配置し、インタビューや取材内容を日本
語と英語で表記するなど日本人、外国人の区
別なく視覚的に理解できるようなマップを
作成している。

ビジュアル性

外国人の視点から学んだことを英語でも表
現することで、外国人向け防災マップの必
要性を訴えている。「Ｊアラートの放送は、
英語でも流してもらえると助かる」などと
いった、外国人の立場に立った提言も取り
入れたマップとなっている。

提 案 性

外国人へのアンケートや、警察署を訪問し
て外国人への対応方法を取材するなどの
調べ学習を通じたマップ作成を行ってい
る。日本人、外国人の区別なく地域全体の
命を守るということに気づいたことがう
かがえる。

教育効果性

評価されたポイント
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気象庁長官賞
東京都足立区立西

に し

新
あ ら

井
い

小学校「西新井小学校」
学年 5年生 人数 13 人 防 災

東京都

チームの児童のみなさん
西新井小学校では５年生になると防災学習を行っています。先輩方が作った防災マップを参考に今年は水害をテ―マにした
マップをつくりました。賞をいただくことができ、とてもうれしいです。

指導された 榎本 日月 さん
西新井小学校付近は、荒川が氾濫した場合、3メートル以上浸水するといわれています。学習を通して以前より危機感をもつ
ことができたと思います。被災地の方や地域の方から学んだこともマップに掲載し、一人でも多くの命を救いたいです。
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昨年、子ども達の小学校が台風で避難所と
なった経験から、川の決壊により水没するリ
スクがあることや、住宅が密集しており、高
齢者も多い地域特性から、避難に遅れた
り、自力避難が難しい住民がいることにも
着目している。

地域性・テーマ性

地図に色分けしたシールをはることで、避難
できる場所や、避難所ではないが一時的に
身を守れる場所などを示したり、数字で見て
もらいたい順番を示すなど、わかりやす
く伝える工夫をしている。

ビジュアル性

地域特有の水害危険を把握し、浸水や大雨
のときに命を守ってくれる場所が、避難場
所以外にないかを調べる一方、風水害の被
害をうけた他県の市町にインタビューを行
い避難の重要性を学び、区の防災課等、各所
へ要望を行っている。

提 案 性

まち歩きを通じて学んだ水害の危険個所
や避難場所を写真付きでわかりやすく表現
している。また、ハザードマップやマイ・
タイムラインの考え方を取り入れるなど、さ
まざまな観点から自分事として学習できて
いることがわかる。

教育効果性

評価されたポイント
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キッズリスクアドバイザー賞
（日本損害保険代理業協会賞）

  岡山県岡山市立宇野小学校 原
は ら

尾
お

島
し ま

チーム
「岡山市立宇野小学校 原尾島チーム」

学年 4、6年生 中学 2年生 人数 3人 防 災

岡山県

チームの児童のみなさん
２年続けて素晴らしい賞を受賞できて本当に嬉しいです。今回のマップは昨年受賞した作品を基に皆さんに知って欲しい知識を
沢山追加しました。マップの作成中には兄妹で色々と喧嘩をしましたが、頑張って本当に良かったです。

指導された 成広 由衣 さん
父に弟達の指導をする様に言われ嫌々指導しましたが、まさかこんな凄い賞をもらえるとは思ってもいませんでした。私達姉弟
は被災体験から災害が身近な存在だと知っています。このマップが災害対策に少しでも役立てば幸いです。
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2年前の西日本豪雨による水災の経験から
まち歩きを行い、自分たちの住む地域に水
災が起こると被害が大きくなることを、子
ども達が認識していることがわかる作品
となっている。

地域性・テーマ性

地図、体験、調べた部分のそれぞれがわかり
やすくレイアウトされている。平常時の
写真と水害発生時の写真を対比させる
ことで、自分たちの生活がどのように変化
してしまうかを視覚的にわかりやすく表現
している。

ビジュアル性

地域の水害対策を調べ、過去の水災後にと
られた対策を示す一方、柵がなく水没した
時に境目がわからなくなる危険な個所や、
河原の公園の復旧など、子どもならでは
の視点で町内会長へ提言している。

提 案 性

内水氾濫と外水氾濫の違いをわかりやすく
図で示し、被害を想定しながら、今後起こる
かもしれない災害と対策が考えられた作
品となっている。止水板設置や水中歩行な
どの体験を紹介し、事前対策や早めの避難
の大切さも学んでいる。

教育効果性

評価されたポイント
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未来へのまちづくり賞
（朝日新聞社賞）

北海道奥
お く

尻
し り

町立青
あ お

苗
な え

小学校
「奥尻町 青苗小3・4年 ぼうさいキッズ」

学年 3、4年生 人数 12 人 防 災

北海道

チームの児童のみなさん
12人で協力して完成しました。賞に選ばれとてもうれしいです。高さが分かるように色分けし、実際に走って避難した感想を書
きました。地震が起きたら津波が来るので、高台に避難することをこれからも忘れずにいます。

指導された 宮内 盛一 さん
南西沖地震から27年。青苗小の防災学習は毎年続いています。今年は津波の語り部の三浦浩さん作、絵本「あの坂へいそげ」から、
命を守る教訓を学びました。これからももっともっと高い所へ命を運ぶ取組みを続けます。
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過去に北海道南西沖地震とそれに伴う津
波により大きな被害を受けている地域で
あり、過去の経験が、小学校の下校時避難
訓練に活かされており、その応用として、
津波からの避難をテーマにしたマップと
なっている。

地域性・テーマ性

信号の色と類似させて地域の高さを色分
けすることで、危険な場所・安全な場所が、
直感的にわかるように工夫をしている。ま
た、奥尻島ならではの特産品などをイラス
トで表現することで、親しみやすい楽しい
マップとなっている。

ビジュアル性

過去の津波経験から、高台に避難すること
の重要性を表し、公園から避難所までの距
離や時間、避難所の高さに注目している。
また、お年寄りはスロープを使った方が良
いなどの提案もマップで示している。

提 案 性

津波避難体験を通して、実際に避難すること
を想像し、その体験を具体的に表現してい
る。まち歩きによる下調べやマップの作成
過程を通じて、津波への備えや、避難への
意識が高まったことがうかがえる。

教育効果性

評価されたポイント
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わがまち再発見賞
（日本災害救援ボランティアネットワーク賞）

   沖縄県浦
う ら

添
そ え

市立宮
み や

城
ぎ

ヶ
が

原
は ら

児童センター
「スマイルフラワー」

学年 5、6年生 人数 3人 防 災

沖縄県

チームの児童のみなさん
私達はこれまでの防災活動にプラスして、コロナ感染症にも気をつけながらの避難ル―ト・備え・行動についてをマップにまとめ
ました。地域のみなさんと一緒に考えたマップで受賞出来て、とても嬉しいです。

指導された 比嘉 菜摘 さん
長年続けてきたマップ作成がこのような素晴らしい賞を受賞することが出来て嬉しく思います。これからも子ども達と共に防災
力を高めていきながら、地域に発信し続けていきます。協力頂いた皆様に感謝申し上げます。
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昔ながらの住宅密集地であり、高齢者も多
いという地域特性を踏まえ、津波からの避
難をテーマにしたマップである。バリアフ
リーの避難経路を調べて減災に役立てる
ための提言をしている点は、地域全体の防
災意識の向上に役立てることができると
考えられる。

地域性・テーマ性

モノトーンの地図に、カラフルなマークや避
難経路を配色よくデザインし、見やすいマッ
プとなっている。特に健常者・バリアフリー
向けの２つのルートを色分けすることで、視
覚的にわかりやすくする工夫をしている。

ビジュアル性

コロナ禍での防災という観点から、感染症
対策を考えた防災マップとなっている。ま
た、避難について、健常者・バリアフリー向
けの2つのルートを検証し、近道が安全だ
とは限らないことや、健常者は歩き、要配慮
者は車で避難することを提言している。

提 案 性

アンケートやインタビューを通して、地域
の災害危険や備えについて学習できたこ
とがうかがえる。特に「顔の見える関係づ
くり」をしておくと避難にも活かされる
ことに気づき、マップ作成を通じて意識が
変化したことがうかがえる。

教育効果性

評価されたポイント
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ぼうさい探検隊賞
（日本損害保険協会賞）

 福井県小
お

浜
ば ま

市立雲
う ん

浜
ぴ ん

小学校
「雲浜防災マップ作り隊」

学年 3年生 人数 43人 防 災・交通安全

福井県

チームの児童のみなさん
きけんな場所がどこにあるかを地図を作ってみて改めてかくにんすることができました。これからも、災害が起きた時には、命を
守るためにどのように行動すると良いかをみんなで考え、日常生活から防災いしきを高めていきたいです。

指導された 正木 啓敬 さん
素晴らしい賞をありがとうございます。災害時、命を守る力を児童に育む為に参加しました。昔の水害や避難場所・避難時間を、児
童自ら調査しました。製作後、防災意識の高まりが見られました。貴重な学びの場を与えて頂いて感謝しております。
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地域の伝承である小浜城の人柱伝説や、小
学校校舎が流出したことについて学び、そ
の結果をマップに表現することで、地域の
地盤が脆弱で、河川と海に囲まれた水害の
起きやすい土地であることを学んだ様子が
うかがえる。

地域性・テーマ性

避難所に徒歩で移動する所要時間を４色
で示したり、土地の高さを立体的にすること
で、安全な場所を視覚的にわかりやすくして
いる。さらに、浸水しやすい地域を青色にす
るなど直感的に避難しなければならない危
険な場所を示す工夫をしている。

ビジュアル性

子ども達の下校時刻に水害が発生したとい
う想定のもとに、地域の課題を学習し、避難
場所や持ち物を調べ、登下校時での水害か
ら自分たちを守るという提言を込めたマッ
プとなっている。また、「みんなの命を守る
ため」子ども達自らがきめた登下校の安全
ルールを作り上げている。

提 案 性

過去、子ども達の小学校も水害を受けて流
されたことがあるという事実や被害状況
を調べることで、住んでいる近辺が水害を
受けやすい地域であることを知り、避難ま
での時間を実際に歩いて計り、危険度を示
したマップとなっている。

教育効果性

評価されたポイント
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審査員特別賞

中
な か

里
さ と

放課後子ども教室「中里放課後子ども教室」
学年 4年生 人数 16人 防災岩手県

チームの児童のみなさん
探検から、私たちの地域が洪水常襲地帯の理由や洪水対策（遊水地など）をして
いることを学びました。安全に機能できるように内水排水路などの管理も大
切なので、このマップを活かし、みんなで力を合わせて活動をしていきます。

指導された 齊藤 裕美 さん
探検する時もマップを作成する時も、子ども達がイキイキと取り組んでいたのが印
象的でした。洪水対策の課題解決に活かせるマップになるように、アイディアを出
し「立体的なマップ」にするなど、とても精力的だったので楽しく活動できました。

洪水の危険性を学び、提案を4つ行っている。特に内水
排水路の提言を中心に行っており、その一つとして、

大雨時にはバケツやプールなど身近な物や施設を使い、雨水を溜めて水害
のリスクを減らす提言を行っている。

提 案 性

内水排水路や水門・遊水施設など、水害時の重要施設
を実際に見学している。その体験をワークショップにて

再確認することで、地域の特性や水害被害のリスクを十分に理解し治水対
策にも関心を深めることができたことがうかがえる。

教育効果性

子ども達が北上川・磐井川が合流する地域に生活して
いるということをしっかりと認識し、洪水時の危険性

や対策を学んでいる。さらに、流域全体での取組みが必要なことを学び、一歩
踏み込んだ作品となっている。

地域性・テーマ性

子どもから大人まで皆に治水対策に関心を持ってもら
えるよう、まち歩きを通じて学んだ施設などを立体的

に作成した模型で表現するとともに、解説文や課題、提案を色分けして地域
特性をわかりやすく表現したマップとなっている。

ビジュアル性

西部子ども公民館放課後児童クラブ こすもすクラブ「こすもす探検隊」
学年 4年生 人数 ９人 防犯・交通安全福島県

チームの児童のみなさん
みんなで頑張って作ったマップが賞に選ばれたと聞いて嬉しかったです。警察署へ
行ったり色々な人へ話を聞きいつも安全だと思っている場所に危険がある事がわ
かりました。このマップをたくさんの人に見てもらって役に立てたら嬉しいです。

指導された 藤巻 真理 さん
このような素晴らしい賞を頂きまして有り難うございます。マップ作成を通して
子ども達は普段何気なく通っていた所に危険がある事、その対処法や交通ルール
などたくさん学ぶ事ができました。ご協力頂いた皆様に感謝申し上げます。

小学校の教頭先生や警察署へのインタビューを通じて
学んだ交通安全の観点から、危険な交差点や、信号が

ない場所、街灯が少なく防犯上危険な場所など、地元の方への提言を盛り込
んだマップとなっている。

提 案 性

ながらスマホがどれくらい危険かや、反射材の効果に
ついて確認するなど、実験を通して危険を学んだり、

商工会議所へ出向き、免許返納について調べるなどさまざまな学習を行って
いる。

教育効果性

交通・防犯上危険な個所や、地域特有の問題であるクマ
やイノシシなどの野生動物に遭遇した情報を集め、

マップに落とし込むことで、地域特有の危険と対処法がわかるマップになって
いる。

地域性・テーマ性

信号がなく危険だと感じている交差点に車の模型を
設置し、ドライバーや、歩行者の気持ちを吹き出しに

書き出すことで、危険性をわかりやすく表現している。また、危険について、
クイズ形式で表現することで関心をひくよう工夫している。

ビジュアル性

評価されたポイント

評価されたポイント
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公益財団法人かわさき市民活動センター 向
むかい

丘
がおか

小学校わくわくプラザ
「向丘小学校わくわくプラザ 子どもリーダー」

ガールスカウト山口県第3団「ガールスカウト山口県第3団ブラウニー（3年生）」

学年 1〜3、５年生 人数 10人 防災

学年 3年生 人数 4人 交通安全

神奈川県

山口県

チームの児童のみなさん
夏の暑い中、まち探検へ行ったのは大変だったけど、力を合わせてすごい
マップができました。土砂災害が起きても危ないところがわかっているから
安心です。賞をもらえるとわかった時は本当に嬉しくて飛びあがりました!

チームの児童のみなさん
わたしたちは学び・交流プラザの周りを歩いてマップを作りました。審査員特別
賞はとてもうれしかったです。工夫をしたところは写真をたくさん使ったりイラ
ストをかいているところです。今度は違う場所でもマップを作ってみたいです。

指導された 吉野 華代 さん
コロナ禍で我慢が多い中、子どもたちが主体的に活動をしてくれました。夏の
暑さにも負けず前向きに協力し合い、土砂災害について調べる姿はたくまし
く、一人ひとりの真剣な思いが伝わった事を思うと受賞の喜びもひとしおです。

指導された 松本 弓 さん
山口県は車社会で子ども達が地域を歩く習慣が少ないと感じています。この
ような活動に参加し、子ども達と地域を一緒に歩き観察することで色々な
事が見えました。そして素晴らしい賞まで頂いて嬉しさいっぱいです。

ひびが入っているブロックや、過去に地すべりが起き
た場所、急な斜面など、子ども達の感想を入れることで

わかりやすく表現されており、住民が地域の危険を身近に感じられるマップ
になっている。

提 案 性

昨年の台風被害により近隣地域で土砂崩れが起きている
こともあり、危機感をもってまち歩きをすることで、

危険度の高いところが多数あることに気づき、身を守る意識が生まれたことが
見て取れる。

教育効果性

「横だん歩道が消えかかっていてぜんぜん見えない !」
「駅前のほうち自転車があぶない！」「ちょっとこわす

ぎる地下道」など、発見したまちの交通安全に関する課題を、子どもの言葉で
素直に表現することで、わかりやすい提言となっている。

提 案 性

まち歩きを通して、大人の視点でみると小さく見逃して
しまいそうな日常の問題を、子ども達の視点から交通

安全上の課題として、道路標識や交通ルールもあわせて学べるマップとなって
いる。

教育効果性

子ども達が通う施設は山の高台に位置しており、
ハザードマップにも掲載されている土砂災害危険区域

が散在しているため、大雨や地震発生時の土砂災害に関するマップ作りは、
この地域に根差したテーマとなっている。

地域性・テーマ性

タブレット端末で作成したマップを、紙に落とし込ん
だ新しい形のぼうさいマップである。マップに透明

シートをかぶせることで、土砂災害危険区域と、その他の情報を分けて、
マップを見る人にわかりやすい作品となっている。

ビジュアル性

小学3年生の視点でまちをじっくり歩き、交通安全や
防災の発見を軸とした地域密着型の作品となって

いる。また、公園や学び・交流プラザについて調べることで、普段から親しみ
のある場所が避難場所にもなるとの発見につながっている。

地域性・テーマ性

手書きの地図やイラストが大きく表現されていて、
誰もが見やすいマップになっている。

また、危険個所や施設の紹介などを吹き出しにしたり、地域の課題について
写真を交えてわかりやすく表現している。

ビジュアル性

評価されたポイント

評価されたポイント
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愛媛県愛
あ い

南
な ん

町立船
ふ な

越
こ し

小学校「船越防災隊」
学年 3、4、6年生 人数 3人 防災愛媛県

チームの児童のみなさん
船越地区の人たちが、すぐに避難できるようにと願って作りました。避難
路はたくさんあるけれど、危険か所が多いことに気がつきました。より安
全な避難方法について、家族と話し合うように伝えることができました。

指導された 岸田 幸代 さん
子ども達は、「津波からの避難」をテ―マに地域を歩き、自分の目で確かめま
した。マップ作りを通して子ども達の防災意識が高まり、保護者・地域の意
識を高め、災害に対する不安解消に一役を担ったと思います。

何通りかある避難経路の中で、危険個所や課題を写真
付きで表現することで、被災した地域ごとに柔軟な対

応ができることを示している。また備蓄倉庫の多くが、津波浸水域内にある
ことをマップに示し提言している。

提 案 性

いつもの通学路にある建物も災害時には危険となりう
ることを実際のまち歩きで調べたり、防災倉庫の見学

を通して、災害への備えの重要性を学ぶことで、子ども達自身の意識の向
上につながっていることがうかがえる。

教育効果性

津波被害について予想される高さ17～ 18ｍ、到達時
間16～ 30分と具体的な数字を大きく示すことで、近

い将来起こる可能性のある南海トラフ地震と、それに伴う津波の浸水被害を
意識していることがうかがえる。

地域性・テーマ性

広域図で、津波浸水域をピンク色で示し、まち歩きの
エリアを拡大図として表現している。避難経路の写真

には子ども達自らが指をさして危険な場所を示しており、わかりやすいマッ
プとなっている。

ビジュアル性

高知県佐
さ

川
か わ

町立斗
と

賀
か

野
の

小学校「犠牲者なくそう防災チーム」

学年 6年生 人数 7人 防災高知県

チームの児童のみなさん
フィールドワークをして、普段通っている場所や身の回りの建物も災害時には危険だと
分かりました。完成したマップを見て、学校の周りの自然の多さや、地域の安全を守る設
備に気づくことができました。みんなで協力してマップができて達成感がありました。

指導された 吉門 修平 さん
比較的災害の少ない地域で、防災意識が高くない子ども達でしたが、防災マッ
プ作成に向けて積極的に活動できていました。子ども達の発見から疑問が生
まれ、専門家の方々に質問し解決できたことが大きな成果となりました。

通学路を歩き、写真を使いながら気づいた課題を視覚的
にわかりやすく示すと共に、子どもの視点でのメッセー

ジを添えてマップに表現をすることで、地域の課題や災害への備えの大切さ
を訴えるマップとなっている。

提 案 性

大雨が降ったら、地震が起きたら、夜だったら、車いす
だったらといった、いくつかのパターンを想定してまち

歩きを行い、マップを作成することで、災害への備えの大切さに気づくこと
ができていることがうかがえる。

教育効果性

この地域は過去に災害で大きな被害をうけていないが、
改めて防災の視点でまち歩きをすることで、周りが山

に囲まれた低い地域であり、洪水や大雨の被害の危険があるといった大きな
視点からの気づきをまとめている。

地域性・テーマ性

全面に手書きで地図を書き、危険・安全な場所を色分
けすることで、誰もが見やすいマップとなっている。

また、子どもらしいイラストを使って地元の様子を表現することで、見た
目にも楽しい作品となっている。

ビジュアル性

評価されたポイント

評価されたポイント

審査員特別賞
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社会福祉法人 愛育福祉会 こばと児童クラブ「こばと探検隊」

豊
と よ

崎
さ き

学童クラブ「豊
と

見
み

城
ぐすく

安全守りたい」

学年 2年生 人数 23人 防災

学年 1 〜 4年生 人数 6人 防犯・交通安全

宮崎県

沖縄県

チームの児童のみなさん
自分達のまちを見て歩いたら、いろいろな事に気づいて、それをみんなで
一生懸命マップにまとめました。賞をとることができてうれしいです。この
マップを地域の人達にも見てもらい、あぶない所を知ってもらいたいです。

チームの児童のみなさん
店舗を回るのは大変だったけどマップを見れば危険な場所やにげ場所
が分かるので安心して過ごす事が出来ます。仲良し6人組で協力して
作ったマップが審査員特別賞にえらばれてとてもうれしいです。

指導された 内山 泉 さん
子ども達が避難場所まで危険な所を探しながら歩きました。自分達で調べ
ることで、より地域を知り、防災意識を高めることにつながっています。賞
をいただき、とても喜ぶ子ども達の様子を見ることができ、嬉しく思います。

指導された 當銘 祐恵 さん
マップ作りを通して子ども達1人1人が防災・防犯に対する意識が高まり危険
を予知する力がつきました。コロナ禍での作成は厳しいものではありました
が地域の店舗の方々や沢山の方の協力で受賞する事が出き嬉しく思います。

不審者から身を守る方法として、子ども達がどんな行動
をとったらいいかを確認し、警察署や公園管理者にも

インタビューをしている。子ども達の遊ぶ声と思われないよう「助けて」と
はっきり言うなどの具体的な提案がされている。

提 案 性

こども110番が少ないという気づきから、地域のお店
などを訪問し「危険なときに助けを求めにきていいです

か？」と確認しながらマークで示すことで、いざという時に助けてくれる場所
がたくさんあることに気づくことができている。

教育効果性

津波からの避難場所とその周辺の危険個所について、
地図に色分けしたシールをはることでわかりやすく表

現している。まち歩きの過程で、気づいた点やその解決アイディアを、写真を
使いながらまとめており、見た人の防災意識の向上につながるマップになっ
ている。

提 案 性

「つなみとうたつまで７分。ぼくたちは走れるけど、
おじいちゃんたちやほいくえん生はにげれるかな？」

などの疑問から、まち歩きを通じて、防災意識を高めることができたことが
うかがえる作品である。

教育効果性

海が近く川に囲まれた地域であり、地震の津波想定地
域、水害の浸水地域であるが、マップ作成を通じて、身

近な危険を低学年なりにまとめることで、改めて地域全体のさらなる防災意
識の向上につながるマップとなっている。

地域性・テーマ性

疑問や思ったこと・解決策や考えたことを色分けする
ことで、わかりやすく表現している。また、それぞれ

の避難所までの所要時間を円グラフで表示し、一目で避難に要する時間がわ
かるように工夫している。

ビジュアル性

防犯の視点からまち歩きを行いマップにまとめている。
特に1ケ月間にあった不審者の具体的な情報を示し、通

学路やでかける時の危険な場所をまとめることで地域の子ども達に注意喚起
できる作品となっている。

地域性・テーマ性

鮮やかな付箋や写真を使いながら、調べたこと、感想、
提案をまとめることで、視覚的に見やすいマップと

なっている。また地図上にはＡＥＤの設置場所など着目してもらいたい部
分をマークで示すなど、わかりやすい作品となっている。

ビジュアル性

評価されたポイント

評価されたポイント
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美
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消防署西
せ い

部
ぶ

分署「どどんこぱっく」
学年 ５年生 人数 5人 防災宮城県

新型コロナウイルス感染症の影響で、避難所に多く
の避難者を受け入れることが難しいことを知り、避

難所以外の避難場所として、小学校や公民館・体育館なども調べてい
る。また、コロナ禍における避難施設の訓練を消防署に提案している。

提 案 性

公衆電話からの119番通報体験や、放水体験、段ボー
ルベッドの組立てなどを行い、被災時にどのように

役立つかを学んだことが写真からも見て取れる。さまざまな体験から、防
災意識と防災行動力の向上に繋がっていることがうかがえる。

教育効果性

比較的木造建物が密集した地域があるため、「火事」
が起きる可能性にも注目し、民家の井戸や消火栓、

消火器具などを見つけ、いざというときの備えを学ぶことができた作
品となっている。

地域性・テーマ性

災害時に無料で使える公衆電話のかけ方や、段ボー
ルベッド・放水などの体験が、写真とコメントでわ

かりやすく表現されている。

ビジュアル性

指導された 横田 裕輔 さん
今回このような賞をいただき、とても喜びを感じています。これを機に子ども達
が地域防災に興味を持ち成長していただければ幸いです。コロナ感染対策をと
りながらの防災探検を今後の糧にして将来の防災リ―ダ―を期待しています。

チームの児童のみなさまからのコメント
受賞できて、とてもうれしいです。いつも住んでいる地域を探検して、いろいろな
防災に役立つ場所や危険な場所のマップが作れてよかったです。これからも防災
意識を高め、宮崎町の安心・安全のための情報を発信していきたいです。

評価されたポイント

デジタルチャレンジ賞
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鳥
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あ
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子ども会「安楽島キッズ探検隊」

ガールスカウト神奈川県第53団「G
じ ー

S
えす

 K
か

AN
な

AG
が

AW
わ

A 53」

学年 1〜6年生 人数 10人 交通安全

学年 3～6年生、中学1年生　 人数 5人 防災・防犯

三重県

神奈川県

まち歩きをすることで、地域に「いっとき避難場所」は
多いが、防災倉庫が少ないことに気づいたり、備蓄は

住民全員分用意されているわけではないので、各自が用意することの必要
性を訴えている。

提 案 性

子ども達の通学路について、見通しが悪い場所での
バス運行時の注意点や、横断歩道がない場所での渡り

方を提案している。

提 案 性

まち歩きを通じて地域の人が見守ってくれている場所
が多くあることがわかり、感謝の気持ちが芽生えて

いることがうかがえる。また、登下校時に地震が起きた時の避難場所を確認
することで、防災についても学んでいる。

教育効果性

ボランティアの人へのインタビューを通して、自治会
で避難訓練を行っていることを知ると同時に、ボラン

ティアの人が高齢化していることで若い世代の力の必要性を感じ「私たちに
もできることをやっていきたい」と、共助の意識が芽生えていることがうか
がえる。

教育効果性

急斜面やがけなど、地域特有の危険があることを
知り、災害時に役立つ案内板や防災倉庫などにつ

いて学んでいる。また建物ごとに雨水調整池があることに新たに気づ
くことができている。

地域性・テーマ性

撮影された写真から、通学路はガードレールが少
なく白線で仕切られただけで、子ども達が注意し

て通学をしなくてはならない地域であることがわかる。また、津波の
被害が想定される地域のため、注意しなければならないことや避難方法
まで盛り込まれている。

地域性・テーマ性

マップとしてのクオリティも高く、子どもらしいコメ
ントも良い。例えば信号機のない横断歩道で、横断

するときは「手をあげて、さらに運転手さんと目が合ってから渡ること」
など自らの視点で具体的に提案し、安全な横断方法を伝えている。

ビジュアル性

コメントに何を撮影したのかだけでなく、安全であ
れば「誰のために役立つか」「何のためにあるか」、

危険であれば「どこが危険で」「なぜ危険か」についてのコメントがあ
り、子ども達自身の感想や提言が伝わるマップとなっている。

ビジュアル性

指導された 濵口 敬司 さん
コロナ禍で中止の声が出ていたので、タブレットを使うことで十六年目のぼうさ
い探検ができました。また、色々な面で負担が少なく良かったです。子ども達
は、まちの人に見守られていることを今回のまち歩きで感じとっていました。

指導された 外山 薫 さん
新しい事への取組みに大人の方が戸惑いもありましたが子ども達は粘り強くチャ
レンジしました。デジタル機器を使い臨場感を持って災害に向き合う事が今後求
められる中、今回の入選は励みになります。有難うございました。

チームの児童のみなさまからのコメント
タブレットを使って探検がやりやすかったです。毎日通る通学路だけど、知ら
ないこともたくさんあっていろいろなことを学べました。危検なところも多
かったけど、まちの人たちに見守られて安全に通学できてうれしいです。

チームの児童のみなさまからのコメント
今回、初めてタブレットを使ってマップ作りに挑戦し、デジタルチャレンジ賞に選
ばれてとても嬉しいです。地域のポイントを写真と文字でまとめることは難しかっ
たけれどやりがいがありました。最後まであきらめずに良かったです。

評価されたポイント

評価されたポイント



徳島県阿
あ

南
な ん

市立橘
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小学校「ぼうさいさんぽ3班」

豊
と

見
み

城
ぐすく

市なないろ児童クラブ「なないろキングス」

学年 3年生 人数 3人 防災

学年 3年生 人数 7人 防災・防犯

徳島県

沖縄県

指導された 山本 栄 さん
思いがけない受賞で驚いています。子ども達はまち探検で危険な所・安全な所だ
けでなく、まちの良さや歴史・人々の思いを知ることができ、郷土愛や防災意識
が深まりました。課題意識をもって地図を作成し、有意義な活動となりました。

指導された 金城 有希 さん
地域の方々のご協力の中、子ども達は多くの情報を学び防災についての理解を深める
事が出来ました。危険を知る事で命を守る為の行動の仕方を考えるキッカケとなり、
子ども達の頑張りと伝えたい想いが受賞へと繋がった事を嬉しく思います。

チームの児童のみなさまからのコメント
すばらしい賞をありがとうございます。毎日歩く通学路も、探検してみると多く
の発見がありました。昔の津波被害を教えてくれる石碑から、困難に負けずに頑
張ってきた先人のことも分かり、みんなで命を守っていきたいと思いました。

チームの児童のみなさまからのコメント
受賞したと聞いてびっくりして嬉しかったです。3年生だけで初めてマップ作りに挑戦
しました。色々な所の写真を撮りながら、その場所の特徴や危険な所について、たく
さん考えました。このマップが家族や友達の命を守る事につながってほしいです。

海沿いの通学路を登下校していることから、過去に津
波で大きな被害があったポイントや、高台に逃げられ

る安全なポイントを伝えることで、まちへの提言を行っている。

提 案 性

インタビューや神社にある石碑で、津波の被害で浸水
した高さを確認することで、過去に何度も地震・津波

の被害を受けてきた町のことを知り、災害から身を守ることなどの思いを持
つことができたことがうかがえる。

教育効果性

地域の危険個所をまとめることで、海沿いの通学路
がいかに危険か視覚的に見て取れるマップになっ

ている。また、海のすぐ近くに山や斜面が迫っており、津波以外にがけ
崩れなどの危険がある地域であることも見て取ることができる。

地域性・テーマ性

現在の写真に過去の災害の状況を照らし合わせコメ
ントを入れたり、マンションの垂直避難で３階以上

であれば助かる可能性があるなど、具体的な数字を入れることで、減災の
行動をわかりやすく示している。

ビジュアル性

評価されたポイント

評価されたポイント

災害危険エリアの石垣では「災害の時には石垣側は歩
かないように」と子ども達からのアドバイスがなされ

ている。

提 案 性

コメントにある「地域の地図の確認」や「高台」の存
在は、いざというときにどこが危険で、どこが安全か

を知るきっかけになったと思われる。マップ作成を通じて、子ども達の日常
会話で自然と防災の話が出たことで、防災意識の向上がうかがえる。

教育効果性

海沿いの地域ということから、地震発生時の津波被
害に注目し、安全なポイントと危険なポイントを整

理しているだけではなく、高台がすぐ近くにあることで、地震発生時に
は急な斜面にある石垣が崩れるかもしれないという二次災害までを想定
したマップとなっている。

地域性・テーマ性

まち歩きをして気づいたことを、複数の写真を使う
ことで、安全や危険を視覚的に示し、低学年らしい作品

となっている。また、防災課の方に備蓄倉庫を案内してもらい、食糧の保存
年数や、どこで倉庫のカギを管理しているかなどコメントでわかりやすく
伝えている。

ビジュアル性

デジタルチャレンジ賞
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都道府県 応募団
体数

応募作
品数 児童数 学校・団体名

北海道 14 64 247

北海道札幌市立白石小学校／北海道別海町立上春別小学校／北海道根室市立成央小学校／
北海道奥尻町立青苗小学校／北海道苫小牧市立苫小牧西小学校／北海道札幌南区川沿少年消防クラブ／
ハツキタ  Fire 6／北海道厚真町立上厚真小学校／泉小ぼうさいキッズ／釧路キッズ探検隊／ 
柏木ぼうさいガールズ／東光探検隊／ごりょうかく探検隊／もみじ台少年消防クラブ

青森 6 30 210 社会福祉法人　真会　弘前市西部児童センター／青森県八戸市立町畑小学校／青森県八戸市立八戸小学校／
青森県青森市立千刈小学校／青森県弘前市立桔梗野小学校

岩手 5 7 60 岩手県紫波町立水分小学校／岩手県紫波町立星山小学校／中里放課後子ども教室／川口探検隊／
岩手県盛岡市立厨川小学校　境田町子供会

宮城 5 14 61 加美消防署西部分署／宮城県石巻市立北村小学校／宮城県仙台市立郡山小学校／ FIVEブルーベリー／
仙台市福住町町内会

秋田 2 13 88 秋田県男鹿市立船川第一小学校／秋田県秋田市立八橋小学校

山形 4 29 61 山形県酒田市立若浜小学校／まいぜんキッズ／YS危険探検隊／キキキキ☆キッズ

福島 5 5 38 管野ファミリー／福島県相馬市川原町児童センター／西部子ども公民館放課後児童クラブ　こすもすクラブ／
相馬市立中村第二小学校　放課後児童クラブ　かもめクラブ／Ｏｇｕキッズ

茨城 7 15 166 Kids Creation Afterschool／茨城県水戸市立大場小学校／やちよエコクラブ／茨城県久慈郡大子町立上小川小学校
／大野小学校　野木崎地区探検隊／ボーイスカウトつくば第3団ビーバースカウト隊／見川探検隊

栃木 3 13 87 さくらエルマー学童くらぶ／菊沢きずなプロジェクト／日本ボーイスカウト栃木県連盟　鹿沼第4団　カブ隊

群馬 8 8 45 群馬県高崎市立六郷小学校　ぼうさい探検隊／群馬県渋川市立渋川南小学校／今里兄弟／鷺宮子ども会／ 
上間仁田防災キッズ／上耕地子ども会／上平後小峰／中野谷子ども会

埼玉 6 11 43 ボーイスカウトさいたま104団カブ隊／ギニアこころのクリニックとおむすびの会／
川口市立　戸塚児童センター　あすぱる／ガールスカウト埼玉4団／ガールスカウト埼玉49団／岩﨑探検隊

千葉 8 62 365
千葉県市原市立青葉台小学校／千葉県茂原市立中の島小学校／千葉県市川市立稲越小学校／
千葉県いすみ市立大原小学校／千葉県印西市立大森小学校／千葉県睦沢町立睦沢小学校／
千葉県山武郡横芝光町立光小学校／ガールスカウト千葉県第26団

東京 18 196 1051

東京都港区立御成門小学校／港区立港南子ども中高生プラザ／東京都町田市立南つくし野小学校／ 
東京都板橋区立高島第五小学校／狛江消防少年団／東京都江戸川区立西小岩小学校／
東京都東大和市立第八小学校／高井戸小学校ファミリー会／家族De探検隊　髙橋家／布田６丁目探検隊／
北砂探検隊／品川消防少年団／RINA＆ NANA／東京都府中市立府中第二小学校／東京都足立区立西新井小学校／
ガールスカウト東京都連盟第126団ブラウニー／下赤塚ぼうさい探検隊／東京都江戸川区立新堀小学校

神奈川 25 28 136

チーム草原／カエルチーム／ラーメン丸チーム／かけっこチーム／チーム先黒／チーム光が丘／チームコムコム
／チーム武小／チーム日応／チーム菊名／チーム東～白／チーム横浜港／チーム赤レンガ／チーム湘南／
吉川チーム／公益財団法人かわさき市民活動センター　三田こども文化センター／
公益財団法人かわさき市民活動センター　向丘小学校わくわくプラザ／あおば探検隊／元街探検隊／
ガールスカウト神奈川県第53団／神奈川県茅ケ崎市香川第2児童クラブ（みずたまクラブ）／
麻生こども文化センター／麻生小学校わくわくプラザ／川崎市枡形こども文化センター／
ガールスカウト神奈川県第18団ジュニア

新潟 2 3 8 塩沢金城わかば児童館／濁川小学校ぼうさい探検隊

富山 1 1 2 四つ葉キッズ

表中の青文字は、入賞9作品・審査員特別賞8作品・デジタルチャレンジ賞5作品・佳作50作品のいずれかに該当する
小学校・団体です。

応募状況
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都道府県 応募団
体数

応募作
品数 児童数 学校・団体名

石川 8 9 56
にこにこクラブ／助け合うひかり／安田探検隊／かほく市子ども会　七塚支部　外日角子ども会／
かほく市子ども会　七塚支部　木津よつば子ども会／かほく市子ども会　七塚支部　松浜みどり子ども会／
かほく市子ども会　宇ノ気支部　横山子ども会／かほく市子ども会　宇ノ気支部　指江子ども会

福井 4 4 50 福井県小浜市立雲浜小学校／安全隊かわちゃん／あわたべぼうさいたんけんたい／上戸口町ぼうさいしまい

山梨 3 3 15 ボーイスカウト山梨連盟　富士吉田第一団　ビーバー隊／YMIK／子供クラブやまなし

長野 7 9 48 通学路安全守り隊／長野県松本市　島内子ども会育成会／いなりやま防災探検隊／寿台ぼうさい探検隊／
車から命を守る隊／上野探検隊／安曇野防犯協会連合会

岐阜 3 4 7 大嶽探検隊／防災減災探検隊プロジェクトX／ボーイスカウト犬山第５団カブ隊

静岡 5 26 57 ヒロタニブラザーズ／静岡県掛川市立大渕小学校／ガールスカウト静岡県第24団／ガールスカウト静岡県第34団
／与一子供クラブ

愛知 11 18 110

愛知県豊田市立足助小学校／純真ツインズ探検隊／正木　KIDS　FIRE　GUARD／
名古屋教会幼稚園　学童保育「はこぶね」／ボーイスカウト名古屋第１１団カブスカウト隊／
日本ボーイスカウト愛知連盟　名古屋第31団／ボーイスカウト大府第３団カブ隊／
ボーイスカウト愛知連盟豊田第１団　豊田第３９団／ボーイスカウト東海3団カブ隊／平手北キッズ／松竹探検隊

三重 7 24 111 三重県名張市立美旗小学校／三重県四日市市立八郷西小学校／マッシモブラザーズ／松阪五月キッズ／北川家／
鳥羽市安楽島子ども会／有緝キッズ

滋賀 6 25 219 滋賀県大津市立仰木の里小学校／滋賀県日野町立桜谷小学校／旭森ぼうさいキッズ／新旭南なかよし探検隊／
のびっ子渋川／のびっ子笠縫東

京都 4 4 10 京都朱六キッズ／K探検隊／森田探検隊／橋本キッズ

大阪 8 53 182 ガールスカウト大阪府第21団／大阪府大阪市立城北小学校／大阪府大阪市立三軒家東小学校／
大阪府豊中市立庄内小学校／ルッキーズ／西山本探検隊／池田下探検隊／貝塚小瀬こども会

兵庫 6 8 70 であいアフタースクール／御影探検隊／潮見台町探検隊／高津橋学童クラブ／兵庫県洲本市立由良小学校／
兵庫県三木市立口吉川小学校

奈良 5 7 19 日本ボーイスカウト奈良県連盟 大和郡山第1団 カブスカウト隊／
ボーイスカウト奈良県連盟葛城地区　大和高田第9団／あやめ池少年団／佐紀町こども会／安全見守りボーイズ

和歌山 7 26 151
朝日会／和歌山県有田郡広川町立広小学校／紀州レンジャーズ～絆キッズ～／
和歌山県有田郡有田川町立小川小学校／和歌山県新宮市立三輪崎小学校／
和歌山県すさみ町立周参見小学校　高学年／黒江こども会

鳥取 3 3 8 坂口キッズ／殿ちびっこ探検隊／住吉キッズ

島根 3 4 11 石西防災研究所上市ぼうさい探検隊／アメナカ探検隊／島根県松江市　くもづっ子クラブ

岡山 4 12 78 岡山県津山市立広戸小学校／岡山県岡山市立宇野小学校　原尾島チーム／
YMCAせとうち　グローバルアフタースクール／西大寺探検隊

表中の青文字は、入賞9作品・審査員特別賞8作品・デジタルチャレンジ賞5作品・佳作50作品のいずれかに該当する
小学校・団体です。

応募状況
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都道府県 応募団
体数

応募作
品数 児童数 学校・団体名

広島 5 10 51 府中町少年少女消防クラブ／広島県呉市立安登小学校／五日市ジュニアラグビースクール大野ぼうさい探検隊／
てるたんけんたい／広島県坂町立小屋浦小学校

山口 5 19 81 山口県下関市立向井小学校／山口県宇部市立新川小学校 新川ガールズたんけん隊／山口県周南市立夜市小学校／
西桜子ども会／ガールスカウト山口県第３団

徳島 8 16 93 藍住探検隊／徳島県鳴門市黒崎小学校／徳島県阿南市立橘小学校／防災ちびっこ消防団／
徳島県阿南市立津乃峰小学校／ぼうさい探検隊影山3兄弟／徳島市助任地区なかよし組／大塚ぼうさい探偵団

香川 1 6 35 香川大学ボランティア講座

愛媛 8 12 49 愛媛県西条市立橘小学校／みさけ探検隊／愛媛県愛南町立船越小学校／愛媛県愛南町立緑小学校／
けんこうブラザーズ／東雲探検隊／いまり探検隊／愛媛県宇和島市立三浦小学校

高知 8 23 94
高知県高知市立介良小学校／高知県本山町立吉野小学校／旭地区防災食プロジェクト／
高知県佐川町立斗賀野小学校／高知県長岡郡本山町立本山小学校／潮江探検隊／児童養護施設　子供の家／
南海少年寮

福岡 9 14 77 みなみ探検隊／古前少年消防クラブ／マーケットリンク探検隊／長丘ぼうさい探検隊／もとおか探検隊／
みやじ探検隊／直方市青少年育成市民会議／みやけたんけんたい／下地キッズ

佐賀 1 1 3 まつおファミリー

長崎 5 11 158 島原市児童館／長崎県平戸市立根獅子小学校／長崎県長崎市立戸町小学校　戸町学童保育たけのこクラブ／
石井ファミリー／千年ファミリー

熊本 5 7 24
『街角の、危険なヒヤリ！ハッと！』探検隊／ひかり児童館少年消防クラブ／
熊本県八代市立代陽小学校　本町三丁目子ども会／熊本市東区ぼうさい元気っ子チーム／
託麻南校区第２町内子ども会

大分 4 25 99 吉野児童育成クラブ／大分県別府市立大平山小学校／ポラリス児童クラブ／春日町探検隊

宮崎 9 12 69
社会福祉法人 愛育福祉会 こばと児童クラブ／檍児童センター／
社会福祉法人ゆりかご福祉会ゆりかごWEC児童クラブ／宮崎県延岡市立北浦小学校／
宮崎南小学校少年消防クラブ／富田ぼうさい探検隊／小松台ぼうさいキッズ／鶴島ー松橋探検隊／横市探検 Si隊

鹿児島 4 9 118 鹿児島県鹿児島市立西田小学校／T・Kキッズ／鹿児島県鹿児島市立皆与志小学校／鹿児島県鹿児島市立石谷小学校

沖縄 22 57 338

沖縄県浦添市立うらそえぐすく児童センター／沖縄県南城市立大里南小学校／ゆたか防災キッズ／
ひばり放課後児童クラブ／沖縄県浦添市立宮城ヶ原児童センター／壺屋児童館／那覇市若狭児童館／
なはっ子チーム／シビックセンター学童クラブ／いしかわ児童館　学童クラブ／那覇市久場川児童館／
子供の世界学童クラブ／NPO法人　TANOSHI-KU　交流広場　ハッピーハウス／にしざき学童クラブ／
古蔵っ子探検隊／社会福祉法人ちくば福祉会ちくば学童クラブ／豊崎学童クラブ／豊見城市なないろ児童クラブ
／なないろ児童クラブ２／志茂田児童クラブ／安里カズンズ／沖縄県宜野湾市立普天間小学校

小学生だけでなく、さまざまな年齢層の方々が主体となって、「参考作品」としてこの活動に参加されています。
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過去の入選作品
ぼうさい探検隊マップコンクール入選校・団体（第12回〜第16回まで）　� ※「　」内はチーム名です。

文部科学大臣賞 愛南町立東海小学校「海っ子セーブ隊」
（5、6年生／愛媛県）

鳥羽市安楽島子ども会
「安楽島キッズ探検隊」
（1～ 6年生／三重県）

坂井市立平章小学校
「平章小学校5年お城チーム」

（5年生／福井県）

南宇和郡愛南町立家串小学校
「家串ドリームチーム」
（5、6年生／愛媛県）

宇和島市立三浦小学校
「防災キッズ TOYOURA 4」

（4、5年生／愛媛県）

防災担当大臣賞
入山防災を学ぼうクラブ
「ひまわり探検隊」

（2、3、5、6年生／和歌山県）

愛南町立中浦小学校
「中浦っ子みんなの命守り隊 尻貝チーム」

（3、5、6年生／愛媛県）

三豊市仁尾町児童館
「におっこ清掃探検隊」
（1～ 6年生、中2／香川県）

相馬市川原町児童センター
「みつばち防災探検隊」
（3年生／福島県）

かほく市子ども会 高松支部 内高松子ども会
「内高松子ども会」
（6年生／石川県）

消防庁長官賞
本山町立吉野小学校
「吉野チーム」
（5、6年生／高知県）

本田消防少年団
「本田消防少年団」
（1～ 6年生／東京都）

札幌市豊平区月寒少年消防クラブ
「月寒ぼうさい探検隊 New Generation」

（2～ 4、6年生／北海道）

本山町立吉野小学校
「寺家チーム」
（5、6年生／高知県）

豊田市立足助小学校
「足助の安全・安心を守るたんけん隊」

（４年生／愛知県）

まちのぼうさいキッズ賞
下関市立豊浦小学校
「下関維新探検隊」
（1、2、6年生／山口県）

愛南町立家串小学校
「家串スターズ」
（3、4年生／愛媛県）

富士見キッズ
「チーム4年」
（4年生／東京都）

ガールスカウト奈良県第22団
「ジュニア部門「メジロパトロール」」

（4～ 6年生／奈良県）

本山町立吉野小学校
「少年少女防災探検隊」
（5、6年生／高知県）

気象庁長官賞
豊平区月寒少年消防クラブ

「三代目月寒ぼうさい探検隊」
（1、2、4、6年生、中1／北海道）

かほく市子ども会高松支部内高松子ども会
「内高松子ども会」
（6年生／石川県）

亀崎学区少年消防クラブ
「亀っ子防災探検隊」
（1、3～ 5年生／広島県）

富士見キッズ
「Chipika」

（2、3年生／東京都）

三豊市仁尾町児童館
「におっこ清掃探検隊」
（1～ 6年生／香川県）

キッズリスクアドバイザー賞
かほく市子ども会 宇ノ気支部 狩鹿野子ども会

「狩鹿野子ども会」
（3～ 6年生／石川県）

富士見キッズ
「青緑チーム」
（3年生／東京都）

学童保育ひまわりクラブ
「ひまっしー隊」

（1、2、4、5年生／静岡県）

三豊市仁尾町児童館
「におっこ清掃探検隊」
（1～ 6年生／香川県）

岡山市立宇野小学校 原尾島チーム
「宇野小学校 原尾島チーム」
（3、5年生、中学1年生／岡山県）

未来へのまちづくり賞
愛南町立中浦小学校

「中浦っ子みんなの命守り隊 尻貝チーム」
（4～ 6年生／愛媛県）

糸満市立糸満南小学校
「糸満南っ子ちゅらさん探検隊」

（4、5年生、年中／沖縄県）

西部子ども公民館放課後児童クラブ こすもすクラブ
「こすもす探検隊」
（3～ 5年生／福島県）

那覇市立城東小学校
「ちゅらっこ城東」
（6年生／沖縄県）

横浜市立汐見台小学校
「汐見台パトロール隊」
（6年生／神奈川県）

わがまち再発見賞
三豊市仁尾町児童館

「におっこ清掃探検隊」
（1、3、4、6年生／香川県）

札幌南区川沿少年消防クラブ
「みなみっクマ調査隊」
（2～ 6年生／北海道）

愛南町立家串小学校
「家串カルテット」
（3年生／愛媛県）

愛南町立東海小学校
「東海9」

（2、4～ 6年生／愛媛県）

北川ブラザーズ
「北川ブラザーズ」
（5年生／三重県）

ぼうさい探検隊賞
相馬市川原町児童センター
「みつばち防災探検隊」
（2、3年生／福島県）

亀崎学区少年消防クラブ
「亀崎学区少年消防クラブ」
（3～ 6年生、年長／広島県）

一関市中里放課後子ども教室
「中里青ぼうし安全探検隊」

（5年生／岩手県）

レンジャー探検隊
「レンジャー探検隊」
（3､5年生／茨城県）

足立区立西新井小学校
「西新井小学校  水色チーム」

（5年生／東京都）

審査員特別賞

ガールスカウト神奈川県第53団
「GS KANAGAWA 53」
（1、3、5、6年生／神奈川県）

相馬市立中村第二小学校 放課後児童クラブ かもめクラブ
「かもめ防災探検隊」
（3年生／福島県）

札幌南区川沿少年消防クラブ
「川沿ジュニア山岳隊」
（1～ 6年生／北海道）

札幌南区川沿少年消防クラブ
「川沿未来レスキュー隊」
（1～ 6年生、中学生／北海道）

札幌南区川沿少年消防クラブ
「川沿未来見守り隊」

（1～ 6年生、中学1、2年生／北海道）

かほく市子ども会 高松支部 岸川町子ども会
「岸川町子供会」
（5、6年生／石川県）

ガールスカウト神奈川県第53団
「GS KANAGAWA 53」
（1～ 4、6年生／神奈川県）

相馬市立中村第二小学校 放課後児童クラブ かもめクラブ
「かもめ防災探検隊」
（3年生／福島県）

矢巾町立徳田小学校北郡山子ども会
「北郡山子ども会 1班」
（1～ 4年生／岩手県）

西部子ども公民館放課後児童クラブこすもすクラブ
「こすもす探検隊」
（4、5年生／福島県）

鳥羽市安楽島子ども会
「安楽島キッズ探検隊」
（2～ 6年生／三重県）

かほく市子ども会宇ノ気支部 指江子ども会
「指江子ども会」
（6年生／石川県）

鹿嶋市立平井小学校
「平井っ子防災クラブSP」

（4、6年生／茨城県）

新潟市立白山小学校
「白山安全まもり隊」
（3、5年生／新潟県）

富士見キッズ
「Chipika」

（3、4年生／東京都）

船越なかよし安全たい
「船越なかよし安全たい」
（1、3年生／島根県）

堺市立東深井小学校 放課後ルーム
「東深井 sister's」
（4～ 6年生／大阪府）

ガールスカウト神奈川県第53団
「GS KANAGAWA 53」

（2、3、5年生、年長／神奈川県）

横浜市立汐見台小学校
「汐見台パトロール隊」
（5年生／神奈川県）

松本市 島内子ども会育成会
「チーム しまうちっ子」
（3～ 6年生／長野県）

緑丘児童クラブ
「SUMMER探検隊」
（5、6年生／岡山県）

かつらぎ町立丁ノ町児童館
「かつらぎ防災ガールズ」

（6年生／和歌山県）

鳥羽市安楽島子ども会
「安楽島キッズ探検隊」
（1～ 6年生／三重県）

加賀市立金明小学校
「金明安全・安心守り隊」

（4年生／石川県）

阿南市立津乃峰小学校
「つのみね小３年生」
（3年生／徳島県）

宇和島市立蒋淵小学校
「高齢者守り隊」
（5、6年生／愛媛県）

串本町立古座小学校
「中湊なかよしたんけんたい」

（4年生／和歌山県）

愛南町立東海小学校
「東海14」

（1、3～ 6年生／愛媛県）

かほく市子ども会 宇ノ気支部 内日角子ども会
「内日角キッズポリス」
（6年生／石川県）

『街角の、危険なヒヤリ！ハッと！』探検隊
「『街角の、危険なヒヤリ!ハッと!』探検隊」

（4年生／熊本県）

座安小見回り探検隊
「座安っこ見回り探検隊」
（1、3～ 5年生／沖縄県）

三豊市仁尾町児童館
「におっこ清掃探検隊」
（1～ 4年生、中1／香川県）

浦添市立 宮城っ子児童センター
「みやぎっこパトロールたい」
（1～ 3年生、年長／沖縄県）

鳥羽市安楽島子ども会
「安楽島キッズ探検隊」

（1、3～ 6年生、年中、年長／三重県）

豊見城市なないろ児童クラブ2
「ウォーターＺグループ」
（3、4年生／沖縄県）

豊見城市役所前児童クラブ
「琉球 Boys」
（5年生／沖縄県）

愛南町立城辺小学校
「城の辺守り隊7」
（5年生／愛媛県）

糸満市立 糸満南小学校・糸満南幼稚園
「糸満南っ子ちゅらさん探検隊」

（4～ 6年生、年長／沖縄県）

京都市葵児童館学童クラブ3～ 6年生 ･京都府立洛北高校生徒会
「葵児童館安全探検隊」
（3～ 6年生、高校生／京都府）

豊崎学童クラブ
「とよさきこうえんまもりたい」

（1、2年生／沖縄県）

参加団体数マップ数・児童数 第12回（2015年度）588団体（244校・344
団体）2,506作品  16,833名

第13回（2016年度）526団体（235校・291
団体）2,871作品　19,158名

第14回（2017年度）538団体（218校・320
団体）2,582作品　16,370名

第15回（2018年度）566団体（271校・295
団体）2,865作品　17,983名

第16回（2019年度）594団体（240校・354
団体）2,541作品　16,492名
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文部科学大臣賞 愛南町立東海小学校「海っ子セーブ隊」
（5、6年生／愛媛県）

鳥羽市安楽島子ども会
「安楽島キッズ探検隊」
（1～ 6年生／三重県）

坂井市立平章小学校
「平章小学校5年お城チーム」

（5年生／福井県）

南宇和郡愛南町立家串小学校
「家串ドリームチーム」
（5、6年生／愛媛県）

宇和島市立三浦小学校
「防災キッズ TOYOURA 4」

（4、5年生／愛媛県）

防災担当大臣賞
入山防災を学ぼうクラブ
「ひまわり探検隊」

（2、3、5、6年生／和歌山県）

愛南町立中浦小学校
「中浦っ子みんなの命守り隊 尻貝チーム」

（3、5、6年生／愛媛県）

三豊市仁尾町児童館
「におっこ清掃探検隊」
（1～ 6年生、中2／香川県）

相馬市川原町児童センター
「みつばち防災探検隊」
（3年生／福島県）

かほく市子ども会 高松支部 内高松子ども会
「内高松子ども会」
（6年生／石川県）

消防庁長官賞
本山町立吉野小学校
「吉野チーム」
（5、6年生／高知県）

本田消防少年団
「本田消防少年団」
（1～ 6年生／東京都）

札幌市豊平区月寒少年消防クラブ
「月寒ぼうさい探検隊 New Generation」

（2～ 4、6年生／北海道）

本山町立吉野小学校
「寺家チーム」
（5、6年生／高知県）

豊田市立足助小学校
「足助の安全・安心を守るたんけん隊」

（４年生／愛知県）

まちのぼうさいキッズ賞
下関市立豊浦小学校
「下関維新探検隊」
（1、2、6年生／山口県）

愛南町立家串小学校
「家串スターズ」
（3、4年生／愛媛県）

富士見キッズ
「チーム4年」
（4年生／東京都）

ガールスカウト奈良県第22団
「ジュニア部門「メジロパトロール」」

（4～ 6年生／奈良県）

本山町立吉野小学校
「少年少女防災探検隊」
（5、6年生／高知県）

気象庁長官賞
豊平区月寒少年消防クラブ

「三代目月寒ぼうさい探検隊」
（1、2、4、6年生、中1／北海道）

かほく市子ども会高松支部内高松子ども会
「内高松子ども会」
（6年生／石川県）

亀崎学区少年消防クラブ
「亀っ子防災探検隊」
（1、3～ 5年生／広島県）

富士見キッズ
「Chipika」

（2、3年生／東京都）

三豊市仁尾町児童館
「におっこ清掃探検隊」
（1～ 6年生／香川県）

キッズリスクアドバイザー賞
かほく市子ども会 宇ノ気支部 狩鹿野子ども会

「狩鹿野子ども会」
（3～ 6年生／石川県）

富士見キッズ
「青緑チーム」
（3年生／東京都）

学童保育ひまわりクラブ
「ひまっしー隊」

（1、2、4、5年生／静岡県）

三豊市仁尾町児童館
「におっこ清掃探検隊」
（1～ 6年生／香川県）

岡山市立宇野小学校 原尾島チーム
「宇野小学校 原尾島チーム」
（3、5年生、中学1年生／岡山県）

未来へのまちづくり賞
愛南町立中浦小学校

「中浦っ子みんなの命守り隊 尻貝チーム」
（4～ 6年生／愛媛県）

糸満市立糸満南小学校
「糸満南っ子ちゅらさん探検隊」

（4、5年生、年中／沖縄県）

西部子ども公民館放課後児童クラブ こすもすクラブ
「こすもす探検隊」
（3～ 5年生／福島県）

那覇市立城東小学校
「ちゅらっこ城東」
（6年生／沖縄県）

横浜市立汐見台小学校
「汐見台パトロール隊」
（6年生／神奈川県）

わがまち再発見賞
三豊市仁尾町児童館

「におっこ清掃探検隊」
（1、3、4、6年生／香川県）

札幌南区川沿少年消防クラブ
「みなみっクマ調査隊」
（2～ 6年生／北海道）

愛南町立家串小学校
「家串カルテット」
（3年生／愛媛県）

愛南町立東海小学校
「東海9」

（2、4～ 6年生／愛媛県）

北川ブラザーズ
「北川ブラザーズ」
（5年生／三重県）

ぼうさい探検隊賞
相馬市川原町児童センター
「みつばち防災探検隊」
（2、3年生／福島県）

亀崎学区少年消防クラブ
「亀崎学区少年消防クラブ」
（3～ 6年生、年長／広島県）

一関市中里放課後子ども教室
「中里青ぼうし安全探検隊」

（5年生／岩手県）

レンジャー探検隊
「レンジャー探検隊」
（3､5年生／茨城県）

足立区立西新井小学校
「西新井小学校  水色チーム」

（5年生／東京都）

審査員特別賞

ガールスカウト神奈川県第53団
「GS KANAGAWA 53」
（1、3、5、6年生／神奈川県）

相馬市立中村第二小学校 放課後児童クラブ かもめクラブ
「かもめ防災探検隊」
（3年生／福島県）

札幌南区川沿少年消防クラブ
「川沿ジュニア山岳隊」
（1～ 6年生／北海道）

札幌南区川沿少年消防クラブ
「川沿未来レスキュー隊」
（1～ 6年生、中学生／北海道）

札幌南区川沿少年消防クラブ
「川沿未来見守り隊」

（1～ 6年生、中学1、2年生／北海道）

かほく市子ども会 高松支部 岸川町子ども会
「岸川町子供会」
（5、6年生／石川県）

ガールスカウト神奈川県第53団
「GS KANAGAWA 53」
（1～ 4、6年生／神奈川県）

相馬市立中村第二小学校 放課後児童クラブ かもめクラブ
「かもめ防災探検隊」
（3年生／福島県）

矢巾町立徳田小学校北郡山子ども会
「北郡山子ども会 1班」
（1～ 4年生／岩手県）

西部子ども公民館放課後児童クラブこすもすクラブ
「こすもす探検隊」
（4、5年生／福島県）

鳥羽市安楽島子ども会
「安楽島キッズ探検隊」
（2～ 6年生／三重県）

かほく市子ども会宇ノ気支部 指江子ども会
「指江子ども会」
（6年生／石川県）

鹿嶋市立平井小学校
「平井っ子防災クラブSP」

（4、6年生／茨城県）

新潟市立白山小学校
「白山安全まもり隊」
（3、5年生／新潟県）

富士見キッズ
「Chipika」

（3、4年生／東京都）

船越なかよし安全たい
「船越なかよし安全たい」
（1、3年生／島根県）

堺市立東深井小学校 放課後ルーム
「東深井 sister's」
（4～ 6年生／大阪府）

ガールスカウト神奈川県第53団
「GS KANAGAWA 53」

（2、3、5年生、年長／神奈川県）

横浜市立汐見台小学校
「汐見台パトロール隊」
（5年生／神奈川県）

松本市 島内子ども会育成会
「チーム しまうちっ子」
（3～ 6年生／長野県）

緑丘児童クラブ
「SUMMER探検隊」
（5、6年生／岡山県）

かつらぎ町立丁ノ町児童館
「かつらぎ防災ガールズ」

（6年生／和歌山県）

鳥羽市安楽島子ども会
「安楽島キッズ探検隊」
（1～ 6年生／三重県）

加賀市立金明小学校
「金明安全・安心守り隊」

（4年生／石川県）

阿南市立津乃峰小学校
「つのみね小３年生」
（3年生／徳島県）

宇和島市立蒋淵小学校
「高齢者守り隊」
（5、6年生／愛媛県）

串本町立古座小学校
「中湊なかよしたんけんたい」

（4年生／和歌山県）

愛南町立東海小学校
「東海14」

（1、3～ 6年生／愛媛県）

かほく市子ども会 宇ノ気支部 内日角子ども会
「内日角キッズポリス」
（6年生／石川県）

『街角の、危険なヒヤリ！ハッと！』探検隊
「『街角の、危険なヒヤリ!ハッと!』探検隊」

（4年生／熊本県）

座安小見回り探検隊
「座安っこ見回り探検隊」
（1、3～ 5年生／沖縄県）

三豊市仁尾町児童館
「におっこ清掃探検隊」
（1～ 4年生、中1／香川県）

浦添市立 宮城っ子児童センター
「みやぎっこパトロールたい」
（1～ 3年生、年長／沖縄県）

鳥羽市安楽島子ども会
「安楽島キッズ探検隊」

（1、3～ 6年生、年中、年長／三重県）

豊見城市なないろ児童クラブ2
「ウォーターＺグループ」
（3、4年生／沖縄県）

豊見城市役所前児童クラブ
「琉球 Boys」
（5年生／沖縄県）

愛南町立城辺小学校
「城の辺守り隊7」
（5年生／愛媛県）

糸満市立 糸満南小学校・糸満南幼稚園
「糸満南っ子ちゅらさん探検隊」

（4～ 6年生、年長／沖縄県）

京都市葵児童館学童クラブ3～ 6年生 ･京都府立洛北高校生徒会
「葵児童館安全探検隊」
（3～ 6年生、高校生／京都府）

豊崎学童クラブ
「とよさきこうえんまもりたい」

（1、2年生／沖縄県）

参加団体数マップ数・児童数 第12回（2015年度）588団体（244校・344
団体）2,506作品  16,833名

第13回（2016年度）526団体（235校・291
団体）2,871作品　19,158名

第14回（2017年度）538団体（218校・320
団体）2,582作品　16,370名

第15回（2018年度）566団体（271校・295
団体）2,865作品　17,983名

第16回（2019年度）594団体（240校・354
団体）2,541作品　16,492名
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応募回数 学校・団体名

17回連続 愛知県豊田市立足助小学校

16 回
福島県相馬市川原町児童センター／東京都江戸川区立西小岩小学校／
鳥羽市安楽島子ども会

15 回 ガールスカウト大阪府第21団

14 回
岩手県盛岡市南仙北二・三丁目町内会 子ども会／
ガールスカウト神奈川県第53団／ガールスカウト静岡県第34団／
府中町少年少女消防クラブ

13 回
東京都江戸川区立第六葛西小学校／東京都大田区立洗足池小学校／
正木 KIDS FIRE GUARD／高知県高岡郡四万十町立興津小学校／
社会福祉法人ゆりかご福祉会ゆりかごWEC児童クラブ

12 回

岩手県紫波町立水分小学校／
日本ボーイスカウト栃木県連盟 鹿沼第4団 カブ隊／
麹町小学校 ワーク・わく・クラブ／
ボーイスカウト山梨連盟 富士吉田第一団 ビーバー隊

11 回

相馬市立中村第二小学校 放課後児童クラブ かもめクラブ／
神奈川県横浜市保土ヶ谷区青少年指導員協議会 岩井町原地区／
安曇野防犯協会連合会／かもっこ放課後子ども教室／
兵庫県三木市立口吉川小学校／那覇市久場川児童館

これまでの17年間のマップコンクールにおいて、継続的にご応募いただいて
いる小学校・団体（17回のうち11回以上のご参加）は以下のとおりです。

今後もぜひ、定期的・継続的な活動として取り組んでいただければ幸いです。





あいおいニッセイ同和損害保険株式会社
ア イ ペ ッ ト 損 害 保 険 株 式 会 社
ア ク サ 損 害 保 険 株 式 会 社
ア ニ コ ム 損 害 保 険 株 式 会 社
イ ー デ ザ イ ン 損 害 保 険 株 式 会 社
Ａ Ｉ Ｇ 損 害 保 険 株 式 会 社
エ イ チ・ エ ス 損 害 保 険 株 式 会 社
Ｓ Ｂ Ｉ 損 害 保 険 株 式 会 社
ａ ｕ 損 害 保 険 株 式 会 社
共 栄 火 災 海 上 保 険 株 式 会 社

さ く ら 損 害 保 険 株 式 会 社
ジェイアイ傷害火災保険株式会社
セ コ ム 損 害 保 険 株 式 会 社
セ ゾ ン 自 動 車 火 災 保 険 株 式 会 社
ソ ニ ー 損 害 保 険 株 式 会 社
損 害 保 険 ジ ャ パ ン 株 式 会 社
大 同 火 災 海 上 保 険 株 式 会 社
東 京 海 上 日 動 火 災 保 険 株 式 会 社
ト ー ア 再 保 険 株 式 会 社
日 新 火 災 海 上 保 険 株 式 会 社

日 本 地 震 再 保 険 株 式 会 社
日立キャピタル損害保険株式会社
ペット＆ファミリー損害保険株式会社
三 井 住 友 海 上 火 災 保 険 株 式 会 社
三井ダイレクト損害保険株式会社
明 治 安 田 損 害 保 険 株 式 会 社
楽 天 損 害 保 険 株 式 会 社
レ ス キ ュ ー 損 害 保 険 株 式 会 社

2021年 1月現在（会員会社 28社　50音順）

一般社団法人　日本損害保険協会　会員会社一覧


